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みんなで一生懸命練習したよ !
「どうし☆なめこ☆きっず」

1.2 年生のリズム
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裸足でグラウンドを駆けまわる
5.6 年生団演「絆～KIZUNA～」
息のあった演技に高学年の貫録

毎年、楽しみにしている
3.4 年生のリズム

「ＴＨＥソーラン～七里っこ魂～」
どう !! かっこいいでしょ !!

道志小運動会道志小運動会道志小運動会道志小運動会道志小運動会

～テーマ～～テーマ～
最後まで協力して最後まで協力して、楽しい運動会にしよう！楽しい運動会にしよう！
9 月 21日、待ちにまった運動会当日、秋晴れの中、子ども達の元気な声がグラウンドに広がります !!9 月 21日、待ちにまった運動会当日、秋晴れの中、子ども達の元気な声がグラウンドに広がります !!

～テーマ～
最後まで協力して、楽しい運動会にしよう！
9 月 21日、待ちにまった運動会当日、秋晴れの中、子ども達の元気な声がグラウンドに広がります !!
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道志小学校及び道志中学校の校舎の耐震化について、本年 5 月より道志村小中学校校舎検討委員会を
設置し、3 回の検討委員会を開催し検討して参りました。

6 月の広報誌により皆様にお知らせいたしましたが、道志小学校は、昭和 57 年に建設され築 31 年経
過、道志中学校は、昭和 49 年に建設され築 39 年経過です。両校とも校舎のコンクリートの劣化が目立
ってきており、漏水などにより修繕などを繰り返してきました。
昨年の耐震診断の結果は、両校とも「耐震性能は比較的低いランクにあるため、地震の震動や衝撃に対
して倒壊または崩壊する危険性があり、補強が必要と判断する。」との結果や、本年実施した耐力度調査
にも両校とも「水平耐力が低く、構造耐力が劣っている。経年劣化による老朽化も目立つ建物である。」と
の結果が出ました。
これらの基本的な調査のほか、両校の先生に現在の校舎内外の様子や使い勝手などの報告をしてもら

い、また、6 月には両校の PTA の皆さんに集まっていただき説明会と意見を聞き、更に保育所を含め両
校に意見を聞くアンケート調査を行いました。
それぞれの意見の内容につきましては、道志村のホームページでご覧になれますが、（一部を下記にま

とめました）委員会での検討は、耐震診断の結果・現状の学校の使い勝手・小学校の裏の急傾斜地・PTA
の意見・耐力度調査の結果や将来を見据え様々な質問や意見が交わされながら、多くの皆さんの意向を
重視し、検討して参りました。
その結果、道志小中学校校舎検討委員会での結論といたしまして、「建て替え」を村当局に答申をする
ことになりました。
今後村では、この答申を踏まえ最終的な結論を出していくこととなります。

仮にこの答申通り建て替えとなれば、「今の場所」に建て替えるのか「同一敷地内」にするのか、校舎の
レイアウトやほかの施設も併設できないかなどの課題も山積しております。
これからも皆様のご意見等教育委員会で承りますので、お気軽にご連絡ください。

道志村教育委員会  電話：52‑1020 Fax : 52‑1022
E‑mail : kyouiku@vill.doshi.lg.jp

道志村ホームページ：http://www.vill.doshi.lg.jp/

（一部の意見をあげました。） 
●詳しくは道志村ホームページをご覧ください。

●小学校
建物にひび割れ、雨漏り等が多く見られる。調理室が使いにくい。家庭科室とプレイルームが一緒
で使いにくい。プールがない。給食を運ぶエレベーターがほしい。上級生の更衣室がほしい。図書室
が狭い。図書室とパソコン室をつなげてメディアセンターにしたい。グランドが狭い。
●中学校
建物内は明るい。教室は広く余裕がある。トイレはきれいになった。職員室が狭く暗い。慢性的な
水道の水漏れがある。照明が暗い。玄関が狭い。体育館への通路がほしい。会議室がほしい。老朽化
により全体的に使いにくい。ICT 環境・バリアフリー化・エコ化の整備が必要。

建て替えであればレイアウトなどのパターンを多数示してほしい。古いので建て直してほしい。同
じ敷地に建て直すことに賛成。地震が心配です。同じ場所で図書館・児童館を併設したらどうか。
補強だけなら安くすむと思います。建て替えて自然と調和した木造校舎がいい。同じ敷地内に併設は
可能でしょうか。適切な判断と早期の工事をお願いします。
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道志村小・中学校々校舎の「建て替え」を 答申
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応急給水訓練を行う職員（善之木コミュニティセンター）
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AEDの取り扱い説明（やまゆりセンター）

三角巾による応急救護訓練（道志中体育館）

住民に説明する消防団員（月夜野）
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道志村エコライフ促進事業助成金交付について

平成２６年度  浄化槽整備のお申込みについて
村では平成 13年度より単独浄化槽から合併浄化槽への転換を取組み、昨年度まで

489基を整備し、80％以上の普及率となりました。
平成 26年度に事業終了予定となります。合併浄化槽未整備の方はお早めにお申し込
みください。

❶料 金

１カ月２, １００円×１２カ月 ＝ 年間２５, ２００円
（使用料は２カ月ごとのご請求になります。）

❷お申し込み方法ほか
申込用紙にご記入いただき、産業振興課まで提出してください。（用紙は産業振興課、もし
くは道志村ホームページからダウンロードしてください）
道志村に永年居住している方に限ります（別荘などは対象外です）。

11人槽以上の料金について、その他ご不明な点は下記までお問い合わせ下さい。

お問い合わせ先は…産業振興課 浄化槽担当 ☎５２－２１１４（直通）

加入金       村からの補助        実質負担金
５人槽  ８４, ０００円  － ５０, ０００円   ＝   ３４, ０００円
７人槽 １０５, ０００円  － ７０, ０００円   ＝   ３５, ０００円

１０人槽 １２６, ０００円  － ９０, ０００円   ＝   ３６, ０００円

設置負担金

昨今の全国的な地球温暖化防止の取組みも踏まえ、日本一の水源の郷エコライフを実
現するため、ご家庭でエコライフ施設を購入される方に対して、一定の助成金を交付し
ております。みなさまの積極的なご活用を期待しています。

助成対象施設

・ 住宅用太陽光発電システム…………………………『上限１０万円』

・ 木質バイオマスストーブ（木質ペレットか薪）…『上限１０万円』

・ 家庭用生ごみ処理機…………………………………『上限 ２ 万円』

・ 電気自動車……………………………………………『上限１０万円』

※本年度（平成２５年５月１日以降）購入予定の方のみ

なお、本要綱及び申請書等の様式については、道志村役場ホームページに公表して
います。詳細については、そちらをご確認ください。

お問い合わせ先は…産業振興課 ☎５２－２１１４（直通）

お早めに
お申し込み
ください。

使 用 料
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●インフルエンザワクチン接種の助成内容・接種方法について
インフルエンザは、秋から冬にかけて再流行する恐れがあります。
●接種助成期間…………平成２５年１０月１日～平成２６年２月末日

●助成対象者…………道志村に住民登録している者

●ワクチン種類…………通常の季節生ワクチン（費用は、概ね３,６００円）

●接 種 回 数…………中学生以上の方は 1回接種、小学６年生までは２回接種

●助 成 内 容…………１回接種につき２,０００円を助成します。

●接 種 方 法…………事前に医療機関に予約をしてください。
・６５歳以上の方 ……………保険証と予診票を医療機関へ持参し、接種してください。

（９月末に案内と予診票が送付されています。）
・中学３年生までの方 ………保険証と母子手帳を医療機関の受付に提示。「助成対象者」で

あることを告げてください。予診票は医療機関にあります。
・１６～６４歳の方 …………医療機関にある予診票を使って接種してください。

●医療機関窓口の支払
・６５歳以上の方 ……………助成金額２,０００円の差額分を支払う。
・中学３年生までの方 ………助成金額２,０００円の差額分を支払う。
・１６～６４歳の方 …………道志村診療所以外は全額支払う。

●償還払い
・中学 3年生までの方 ………県外の医療機関/未契約の医療機関で接種した場合
・１６～６４歳の方 …………道志村診療所以外の病院で接種した場合

※償還払いの方法（役場で申請）
・申請書（役場にあります）
・領収書（インフルエンザ予防接種と分かるもの）
・領収証で内容が確認できない場合は、必ず接種済証

★毎年インフルエンザが流行する前の１２月中旬までに接種しましょう！！
★道志村診療所で接種する場合、全住民が助成金２,０００円の差額分を支払う事で
接種ができます。

予防接種に関するお問合せは・・・
住民健康課 TEL５２－２１１３ 出羽・伯耆・宮下

指定管理者制度導入による利益を住民に還元します

インフルエンザワクチン予防接種の助成
指定管理者制度により民営化された施設の使用料の一部を、村民の暮ら
し向上のため、インフルエンザワクチン接種の助成を行うものです。

指定管理者制度
（民営化した施設）

・道の駅どうし、
福祉センター等

道志村役場

・暮らし向上基金

村 民
• 接種１回につき 2,000円
（16～64歳の方）

使用料 還元

対象者：全住民



 

※バス停以外でも乗車可能ですのでご気軽にご利用ください。
 

※交通事情等で多少時間が前後いたしますがご了承ください。 

やまゆりセンター行き

Ｒ４１３フェスティバル やまゆりセンターまつり

道の駅どうし行き やまゆりセンター行きみなもと体験館行き 

みなもと体験館
道志村の新名物を決める D-１グラ
ンプリの料理を食べたいけど、道の
駅どうしの駐車場は混んでいる・・・
そんな時はシャトルバスを利用しま
しょう！

伝統芸能や舞踊、
作品展示など

盛りだくさん！！

10：00 頃～の「布草履」体験を行
いに 9：00 のみなもと体験館行きの
バスに乗ろう！
13：00 頃～の「つる細工・花炭焼き」
体験を行いに 12：00 のみなもと体
験館行きのバスに乗ろう！

8：20
道の駅着   9：10

9：40
道の駅着10：50
11：20

道の駅着12：10
12：40

15：40
道の駅着15：10

発：長又

9：00
やまゆり着10：30

やまゆり着  8：50

10：40
やまゆり着12：00

12：00
やまゆり着13：30

15：00
やまゆり着16：30

発：やまゆりセンター
9：00

やまゆり着10：30
12：00

やまゆり着13：30
15：00

やまゆり着16：30

発：やまゆりセンター
みなもと着9：30

10：00
みなもと着12：30

13：00

16：00
やまゆり着15：30

発：月夜野

シャトルバス時刻表
シャトルバス運行は 11月３日のみとなります。

平成25年10月１日（８）

第２８回国民文化祭・やまなし２０１３ inどうし
～ふるさと生活文化フェスティバル～

平成25年１月12日～11月10日までの間山梨県内各地で様々な事業が実施されております。
道志村でも平成25年11月２日～11月10日までの間「ふるさと生活文化フェスティバル」と称し、芸能

文化（やまゆりセンター祭り）・生活文化（みなもと体験館ものづくり体験）・食文化（道の駅どうし
Ｄ‑１グランプリ）を３本柱に道志村で行われていた昔ながら体験等を行います。

●芸能文化の部（やまゆりセンター祭り）
11月２日（土）から11月１０日（日）
展示の部は、絵画・写真・手芸などの展示を期間中に行います。
発表の部は、11月３日（日）午前１０時より舞踊・伝統芸能等の
発表会を予定しております。

●生活文化の部（みなもと体験館ものづくり体験）
11月２日（土）から11月１０日（日）までの土日
布草履・つる細工・花炭焼きのものづくり体験を開催します。

●食文化の部（道の駅どうし Ｄ‑１グランプリ）
11月２日（土）から３日（日）
道志村の新名物を来場者の投票によって決定する「ぐるめコンテスト」を
開催いたします。

各会場、村民の方々のお越しを心よりお待ちしております。
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[調査の概要]

平成 25年 12月 1日、全国各地において「平成 25年住生活総合調査」が実施されます。
この調査は、国土交通省が５年ごとに実施し、住生活の安定・向上に係る総合的な施策を推進する上で

必要となる基礎資料を得るために、居住環境を含めた住生活全般に関する実態や居住者の意向・満足度
等を総合的に調査するものです。
山梨県では、住宅事情を更に詳細に把握するため、調査件数を追加し、調査を実施します。
平成 25年 10月に実施する「住宅・土地統計調査（総務省）」に回答いただいた世帯の中から一部を抽
出し、全国で約 9万 2千世帯を対象に行いますが、本県では、約 4,700世帯を対象として調査が行われ
ます。
対象となった世帯には、11月 21日から 12月 10日までの間、統計調査員証を持った調査員が訪問い

たしますので、調査をお願いする皆様には重ねてお手数をおかけすることとなりますが、ご協力のほどを
よろしくお願い致します。

●●●住生活総合調査について●●●

１ 調査の目的
住生活総合調査は、住生活基本法に基づく住生活の安定・向上に係る総合的な施策を推進する

上で必要となる基礎資料を得るために、居住環境を含めた住生活全般に関する実態や居住者の意
向・満足度等を総合的に調査するものです。
今回の調査では、住宅や世帯の実態を把握する住宅・土地統計調査（総務省）に回答された世

帯を対象とし、両調査のデータをリンケージ（かけ合わせ）して集計・分析することにより、デ
ータの有効活用を図り、今後の施策の推進に必要な基礎資料を効果的に得られるよう工夫してい
ます。

２ 調査の期日
調査は、平成 25年 12月１日現在により行います。

３ 調査の対象
調査は、平成 25年住宅・土地統計調査の対象となる世帯から抽出した普通世帯について行
います。リンケージ集計を行うことから、住宅・土地統計調査の回答世帯を対象とします。

４ 調査の機関等
国土交通省及び山梨県が実施主体となり、山梨県及び県下各市町村の協力の下に実施します。

５ 調査の方法
調査は、統計調査員が世帯を訪問し、調査票を配布・回収する方法により行います。

６ 主な調査項目
（１）現在お住まいの住宅及びそのまわりの環境の評価について
（２）最近の居住状況の変化について
（３）住宅の住み替え・改善の意向について

７ 調査結果の公表
調査の結果は、インターネットで閲覧できるほか、報告書にもまとめられ、住生活の安定・
向上に係る総合的な施策を推進する上での基礎資料として利用されるとともに、広く国民一
般の利用に供されます。
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10／22
午前：胃カメラ

10／21

・月始めには保険証の提出をお願いします。
・10月25日、28日、29日は健診のために医師不在の時間があります

10／26
午前中のみ診察

10／14
体育の日

10／３９／30 10／１
午前：胃カメラ

10／25
午後：乳幼児健診

10／1710／15
午前：胃カメラ

11／1 11／2
午前中のみ診察

10／3110／28
小学校健診

10／16
研修のため休診

10／11

９／29 10／４ 10／５
午前中のみ診察

10／２
研修のため休診

10／1010／６ 10／７ 10／12
午前中のみ診察

10／９
研修のため休診

10／８
午前：胃カメラ

10／13 10／18 10／19
午前中のみ診察

10／2410／20 10／23
研修のため休診

10／27 10／30
研修のため休診

10／29
中学校健診

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

１０月の予定

診療所だより
前回もお伝えしたように今回は癌検診についてお伝えします。

腹部超音波検査  ：超音波という機械を使用してお腹の中を観察します。肝臓、腎臓、膵臓などに
発生した腫瘍を見つけます。時に胆石や尿路結石を指摘されることもあります。脂肪肝もわかりま
すので指摘されたらダイエットやお酒について考えましょう。
バリウム検査 ：胃癌を見つけるための検査です。胃カメラとどちらかを年１回やるのが基本です。
医療機関で必ず年１回胃カメラをやるような人は受けなくてもかまいません。中にはバリウムを
飲んで気持ち悪くなったり、下痢になる人がいます。その場合は胃カメラにすることを勧めます。
便潜血検査 ：大腸癌の検査です。便の中に血液が混入するのかを調べます。大腸癌や大腸ポリープが
あると目に見えない量の血液が便に混ざるのです。痔核がある人は痔のせいで引っかかることも
あります。
その他 ：乳癌検診としてマンモグラフィー、乳腺超音波を行います。前立腺癌は血液検査でPSA
という数値を調べます。

﹁
元
気
で
生
き
生
き
﹂
を
目
的
に
９
月
19
日

︵
木
︶
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。

道
志
茶
屋
利
用
者
、
民
生
委
員
、
あ
す
な
ろ
会
、

議
員
の
方
々
で
総
勢
百
名
で
し
た
。
午
前
中
は

富
士
山
の
歌
で
手
話
体
操
、
太
も
も
の
筋
肉
強

化
体
操
な
ど
大
い
に
笑
い
な
が
ら
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
午
後
は
歌
、
大
正
琴
、
民
生
委
員
に
よ

る
踊
り
な
ど
得
意

分
野
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
食
生
活
改

善
推
進
員
に
は
紅

白
蒸
し
パ
ン
、
浅
漬

け
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
大
好
評
で

し
た
。
に
ぎ
や
か
に

楽
し
く
過
ご
し
、
気

持
ち
が
若
く
な
っ

て
帰
途
に
着
い
た

と
思
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を

実
施
し
ま
し
た
！
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■
10
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

◎
乳
幼
児
か
ら
食
事
を
意
識
し
健
康
に
！

日
時
 
10
月
10
日
㈭

10
時
〜
14
時

場
所
 
善
之
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

﹁
い
こ
い
﹂

講
師
 
古
谷
け
い
子
栄
養
士

内
容
 
﹁
離
乳
食
・
幼
児
の
食
事
作
り
﹂

＊
育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
い
ま
す
の
で
気

軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

◎
親
子
で
さ
つ
ま
い
も
掘
り

日
時
 
10
月
21
日
㈪

10
時
〜
12
時

場
所
 
神
地
 
山
口
博
康
さ
ん
宅

内
容
 
さ
つ
ま
い
も
掘
り

持
物
 
長
靴
・
軍
手
︵
ゴ
ム
手
袋
︶

＊
今
月
は
、
他
の
事
業
と
の
関
係
で
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
の
日
程
か
ら
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
お
問
合
せ

住
民
健
康
課
 

保
健
師
︵
伯
耆
︶
☎
52
︲
２
１
１
３

■
道
志
村
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

２
０
１
３
秋

主
に
道
志
村
で
活
動
す
る
ク
ラ
フ
ト
マ

ン
達
が
自
慢
の
作
品
を
出
展
し
ま
す
。
木

の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
テ
ー
ブ
ル
や

椅
子
な
ど
の
木
工
品
、
薪
や
電
気
で
焼
き

上
げ
た
ア
ロ
マ
ポ
ッ
ト
や
食
器
な
ど
の
陶

芸
品
、
麻
１
０
０
％
の
洋
服
・
ハ
ワ
イ
ア

ン
キ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
・
古
い
着
物
を
リ
メ

イ
ク
し
た
小
物
な
ど
の
手
芸
品
な
ど
、

様
々
な
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
す
。
芝
生
広

場
で
の
ん
び
り
、
道
志
村
の
ク
ラ
フ
ト
に

触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

日
時
 
10
月
12
日
、
13
日

時
間
 
９
時
〜
16
時

場
所
 
道
の
駅
ど
う
し
 
芝
生
広
場

◆
お
問
合
せ

産
業
振
興
課

観
光
担
当
 
☎
52
︲
２
１
１
４

■
道
志
村
体
育
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
第
52
回
村
民
体
育
祭
り
の

開
催
に
つ
い
て
」

広
報
８
月
号
に
て
、
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
し
た
、
今
年
度
の
村
民
体
育
祭
は
自
由

参
加
型
の
体
育
祭
り
で
開
催
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。

日
時
 
10
月
６
日
㈰
 
８
時
30
分

場
所
 
道
志
中
体
育
館

種
目
・
イ
ベ
ン
ト
案
内

玉
入
れ
、
〇
×
ゲ
ー
ム
な
ど
の
競
技

中
学
生
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
実
施
予
定

※
プ
ロ
ク
ラ
ム
が
参
加
賞
の
引
換
券
及
び

お
楽
し
み
抽
選
券
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

村
民
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
山
梨
県
立
盲
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
３

視
覚
障
が
い
教
育
に
関
す
る
一
層
の
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
 
11
月
23
日
㈯

９
時
25
分
〜
14
時
ま
で

場
所
 
山
梨
県
立
盲
学
校
 

甲
府
市
下
飯
田
２
の
10
の
２
 
 

参
加
対
象
 
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
幼
児

児
童
生
徒
、成
人
及
び
保
護
者
、教
育
・
福

祉
関
係
及
び
視
覚
障
が
い
教
育
に
関
心

の
あ
る
方
々
、本
校
へ
の
入
学
を
検
討
し

て
い
る
方
と
そ
の
家
族
及
び
関
係
者
等

申
込
締
切
 
11
月
19
日
㈫
 
正
午
ま
で

申
込
方
法
 
詳
し
く
は
本
校
Ｈ
・
Ｐ
ま
で

http://w
w
w
.ysvi.kai.ed.jp/

◆
お
問
合
せ

山
梨
県
立
盲
学
校

☎
０
５
５
︲
２
２
６
︲
３
３
６
１

■
法
の
日
週
間
行
事

﹁
裁
判
員
裁
判
を
体
験
し
よ
う
！！
﹂

日
時
 
11
月
20
日
㈬

14
時
〜
16
時︵
受
付
13
時
30
分
〜
︶

場
所
 
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

甲
府
市
中
央
１
の
10
の
７

対
象
 
小
学
校
高
学
年
及
び
中
学
生

募
集
人
員
 
約
30
名
︵
先
着
順
︶

参
加
費
 
無
料

内
容
 
裁
判
所
広
報
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

法
廷
で
模
擬
裁
判
を
体
験
 
な
ど

申
込
期
間
 
10
月
22
日
㈫
〜
11
月
８
日
㈮

ま
で

◆
お
問
合
せ

甲
府
地
方
裁
判
所
総
務
課
 
庶
務
係

☎
０
５
５
︲
２
３
５
︲
１
１
３
３

甲
府
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

☎
０
５
５
︲
２
３
５
︲
７
２
３
１

お 知 ら せくらしの情報 お 知 ら せお 知 ら せ

イ
ベ
ン
ト

子
育
て

く
ら
し
の
情
報
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道志中学校学 校 だ よ り 第68号

大会ではそれぞれの競技で自分たちの持てる力を出
し切り、すばらしい成果を上げることができました。
総体翌日には、全校で報告会を行い皆が心をひとつ

にして戦えたことが最大の成果だと確認しあうことが
できました。
●卓 球 の 部 … ベスト８
●ソフトの部 … ベスト８
●陸上競技の部 … １年女子砲丸投げ

優勝 池谷香澄さん（８ｍ７４）

【トイレ清掃から学ぶ】
７月２１日（日）に今年も「山梨清掃に学ぶ会」の指
導のもと県内外のボランティアの方々と一緒にトイレ
清掃を行いました。「トイレの神様」という歌がありま
すが、トイレは心の鏡だと言われます。実際に一生懸命
に磨いてみると心も清々しくなりました。この清掃体験
を通していろいろなことを学ぶことができました。

【県総合体育大会の活躍】
３年生にとっては最後の公式戦となった山梨県中学

校総合体育大会が７月２５日（木）～３０日（火）まで
県内各地で行われました。
本校では、甲府市の緑が丘体育館で卓球部、笛吹市の
花鳥の里スポーツ公園でソフト部が試合に臨みまし
た。また、小瀬競技場で行われた陸上競技の部では、支
部の代表として４名の生徒が出場しました。

【勝山中との交流会】
８月２６日（月）に勝山中学校との交流会を行いました。道志中と
勝山中の全校生徒が勝山中学校「ふれあいホール」に会して、それぞ
れの学校で取り組んでいる合唱や群読を発表しました。
自分達の良さを伸ばすには、他者と比べて自分の良さや課題を理解
していくことが重要です。交流会で中学生とは思えないすばらしい発
声をする勝山中生の発表に接し、どの生徒も感銘を受けました。また、
道志中生も「君と歩こう」「いつまでも」の合唱２曲と群読を発表し
ました。勝山中生も道志中の真剣な発表に聞き入っていました。
この交流会で、両校の生徒は互いに刺激し合い、改めて学園祭へも
いっそう熱心に取り組むことができました。

【盆踊り大会で
ソーラン節を披露】

８月１４日（水）に行われた村の盆踊
り大会で、３年生が「ソーラン踊り」を
披露しました。気合いの入った動作に
多くの人から賞賛の拍手があがりま
した。生き生きと舞う３年生は、アン
コールの声にも応えました。



第第39回　若 鮎若 鮎 祭第39回　若 鮎若 鮎 祭第39回　若 鮎 祭

　道志中、若鮎祭はテーマ “CONNECTON”（つながり）を掲げ、文化・体育の部と２日間　道志中、若鮎祭はテーマ “CONNECTON”（つながり）を掲げ、文化・体育の部と２日間
行われました。文化の部では、1.2 学年の「新厳道峠」でこれまで劇化されなかった “水”行われました。文化の部では、1.2 学年の「新厳道峠」でこれまで劇化されなかった “水”
の災害についてふれ、3.11 の津波被害と同じ様な災害が村で起きたことを校長先生の脚本の災害についてふれ、3.11 の津波被害と同じ様な災害が村で起きたことを校長先生の脚本
で演じました。そして、３学年では戦争で失われた命、叶えられなかった夢、兄弟の悲しで演じました。そして、３学年では戦争で失われた命、叶えられなかった夢、兄弟の悲し
い運命をとりあげた「夏休み」を熱演しました。いずれの学年も、練習を重ね演じることい運命をとりあげた「夏休み」を熱演しました。いずれの学年も、練習を重ね演じること
で多くの事を学び、役づくりだけでなく実際にその時代、その時にいたなら、自分はどうだっで多くの事を学び、役づくりだけでなく実際にその時代、その時にいたなら、自分はどうだっ
ただろうか・・・。今、現代に生きている自分と向き合う事ができました。ただろうか・・・。今、現代に生きている自分と向き合う事ができました。

　道志中、若鮎祭はテーマ “CONNECTON”（つながり）を掲げ、文化・体育の部と２日間
行われました。文化の部では、1.2 学年の「新厳道峠」でこれまで劇化されなかった “水”
の災害についてふれ、3.11 の津波被害と同じ様な災害が村で起きたことを校長先生の脚本
で演じました。そして、３学年では戦争で失われた命、叶えられなかった夢、兄弟の悲し
い運命をとりあげた「夏休み」を熱演しました。いずれの学年も、練習を重ね演じること
で多くの事を学び、役づくりだけでなく実際にその時代、その時にいたなら、自分はどうだっ
ただろうか・・・。今、現代に生きている自分と向き合う事ができました。

学年太鼓では、力強い演奏
で観客を魅了しました。何
度でも聞きたい、太鼓を見
たい !! 心に響いた太鼓演
奏でした。生徒の真剣なま
なざしは太鼓の音色に通じ
ています。ています。

　台風の影響で順延となった体育
の部。生徒のモチベーションは文
化の部からかわらず !! タイヤ引き
の激しいバトル !! そして親子競技
では二人三脚で楽しみました。全
校で力を合わせた大縄跳び。縄を
回す生徒、一生懸命合せて跳ぶ生
徒、回りで応援する先生や父兄の
皆さん。道志中の“ちから”を改
めて感じました。

学 年 発 表学 年 発 表

学 年 太 鼓学 年 太 鼓

学 年 発 表

学 年 太 鼓

開会式　“正々堂々とした入場”開会式　“正々堂々とした入場” タイヤ引き　“どっちが勝つか !!”タイヤ引き　“どっちが勝つか !!” 綱引き　“よし !! 引けぇ !!!”綱引き　“よし !! 引けぇ !!!”

プラス一脚　“1.2.1.2 みんなで声かけ”プラス一脚　“1.2.1.2 みんなで声かけ”全校大縄　“せぇの !! 1.2.3.4.5全校大縄　“せぇの !! 1.2.3.4.5・・・・・・・ 頑張れ !!”・ 頑張れ !!”ムカデ　“1.2.1.2 息を合せて”ムカデ　“1.2.1.2 息を合せて”

開会式　“正々堂々とした入場” タイヤ引き　“どっちが勝つか !!” 綱引き　“よし !! 引けぇ !!!”

プラス一脚　“1.2.1.2 みんなで声かけ”全校大縄　“せぇの !! 1.2.3.4.5・・・・ 頑張れ !!”ムカデ　“1.2.1.2 息を合せて”

開会式　“正々堂々とした入場” タイヤ引き　“どっちが勝つか !!” 綱引き　“よし !! 引けぇ !!!”

プラス一脚　“1.2.1.2 みんなで声かけ”全校大縄　“せぇの !! 1.2.3.4.5・・・・ 頑張れ !!”ムカデ　“1.2.1.2 息を合せて”

1年太鼓　“富士三段がえし”1年太鼓　“富士三段がえし” 2年太鼓　“流鏑馬太鼓”2年太鼓　“流鏑馬太鼓” 3年太鼓　“雷太鼓”3年太鼓　“雷太鼓”1年太鼓　“富士三段がえし” 2年太鼓　“流鏑馬太鼓” 3年太鼓　“雷太鼓”

1年演劇 “新厳道峠～私たちの3.11”1 年演劇 “新厳道峠～私たちの3.11” 2 年演劇 “新厳道峠～水と生きる～”2年演劇 “新厳道峠～水と生きる～” 3 年演劇　“夏休み”3年演劇　“夏休み”1年演劇 “新厳道峠～私たちの3.11” 2 年演劇 “新厳道峠～水と生きる～” 3 年演劇　“夏休み”
全校合唱　♬ 故郷よ 故郷よ全校合唱　♬ 故郷よ 故郷よ
　　　　　　いつまでも この胸に ♬　　　　　　いつまでも この胸に ♬
全校合唱　♬ 故郷よ 故郷よ
　　　　　　いつまでも この胸に ♬
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平成23年11月５日
生まれ

父  学さん
母  さゆりさん
（東和出村）

〒402‑0209  山梨県南都留郡道志村６１８１‑１ 
TEL 0554‑52‑2111㈹     FAX 0554‑52‑2572   URL http://www.vill.doshi.lg.jp/
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この広報紙は、環境に配慮して植物油インキを使用しています。
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ひとりあそびもで
きるしっかりもの
だよ ^m^

おんぶとだっこが大
好きなあまえんぼう
なんだ !(^^)!

日本語が堪能なカトリーナ先生。日本には以前から
関心があり昨年、都留文科大学に半年間、日本語を学ぶ
ために留学していたほど。道志村に来た感想を聞いて
みました。

アメリカのロサンゼルスから
道志村に

赴任しました。

ALT教諭（JET）紹介

Q1. ロスでは都市生活だったけど、道志の田舎暮らしは？
A . 道志は静かで、とてもきれいな場所です。季節が感じ
られる事も気に入っています。そして都市も近いの
で、不便さはありません。

Q2. 道志の子どもたちは？
A . アメリカに比べて心がピュアです。私に気軽に声をか
けて、打ち解けてくれて安心しています。中学校の学
園祭では準備から努力している姿に感動しました。

Q3. ALT教諭としての目標は？

A . 英語をおもしろい言語だと思ってもらうために、楽し
く学んでほしいです。子どもたちが自然に英語が話せ
るようになってくれたらと思います。

双子の男の子の
紹介です

リオナダキス・カトリーナ・アー
リー先生リオナダキス・カトリーナ・アー
リー先生


